
第 391 昭和の森自然観察会 

冬の植物の過ごし方 

梅宮玲子（市原市） 

日 時：2025年 2月 9日（日）10時から 12時  天気：晴 

参加者：17名（大人 11名、子ども 6名）、指導員 7名  他 1名 

担当指導員：佐野・梅宮 

冬晴れの昭和の森で「冬の植物の過ごし方」の観察会が実施されました。初めて観察会に参

加した人は約半分。最初に周辺の木々を眺め、常緑樹、落葉樹の違いをみて、陽当たりのよい

アスレチック広場に移動。冬芽（鱗芽、裸芽、隠芽）を参加者の服装で例えて、重ね着タイプの

コナラの芽鱗からスタート。コブシの花芽（大きい白い毛皮）と葉芽（細い）の違い、芽鱗痕から１

年の伸び具合を数え（枝によって長さのバラツキ有）、握りこぶしのようなニガキの冬芽（裸芽）を

見て、公園管理事務所の許可を得、折った小枝を希望者が味見。苦い！（通常は枝折禁止）  

次にハナミズキのお饅頭のような花芽と細い葉芽、かわいらしい感じのアカメガシワ（裸芽）、

ほっそりしたムラサキシキブ（裸芽）、イロハモミジの小さな猫耳のような冬芽を見て、市町村の森

に移動。ニガキの観察の時に、芽が隠れている？と発言した子どもがいたので、棘の間に隠れ

たハリエンジュ（隠芽）を見て、やや枯れていてわかりにくいので、図鑑の写真も参考。すぐそば

の沢山ある落ち葉の中からプラタナスの葉を探してもらい、冬芽にキャップのように被せて、葉

柄内芽を実演。アジサイの芽は薄い芽鱗があるのと、裸芽の状態のも見比べる。ビワの花が咲

いていて、何の香りかな？と楽しむ。展望台を過ぎてからトチノキの大きな冬芽の先端の光って

いる部分を触る（ベタベタ）。地面に大きい実を発見。庭に植えたら芽が出るかなと質問する参

加者。赤いミズキの冬芽、白い毛で覆われた多数の花芽とほっそりした頂芽を持つミツマタ。 

ハクウンボクの枝先はピロピロと剥がれてとても不思議。ヤマガラが食べる茶色の種も落ちてい

る。とても大きなユリノキの幹周を測ると 3ｍ80ｃｍ位（昭和の森で 1番巨樹？）冬芽は２枚の芽

鱗。ロウバイを横切って、梅林の広場でウメの香りを楽しむ。佐野指導員から芽ぐむ・・・の徒然

草のお話。参加者の感想として、植物の事が知れて楽しかった。維管束痕が見えて良かった。

芽鱗痕で年を数えられるのが良かったなどなど。五感をふるに使って楽しみました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハクウンボクの樹皮のめくれた部分をみる     梅林で徒然草・・・芽ぐむにはあらず・・・ 


